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大学進学に向けた指導

文系理系とも理科の必修は、高１の「物理基礎」「生物基礎」と高２の「化学基礎」です。理数系大学、看護系・

薬学系を志望する生徒は、高２・高３と「化学基礎」と「化学」を接続して履修します。栄養系を目指す生徒も同

じように履修できます。国公立のセンター入試や私立の一般入試対策としては、高２で「物理（選択）」「生物

（選択）」いずれかと、高３で「理科基礎演習(選択）」のいずれかを履修して、大学受験に備えます。

近年「理系女子」と呼ばれ女子の理系志望が増えていますが、本校では医歯薬系・理工系・看護系・栄養系を

目指す生徒が以前から多いため、理数系大学進学に向けたカリキュラムを充実させてきています。中１から

のアチーブメントプログラムで理科理解の下支えを図り、高２からのプログレッシブプログラムでは理系受験に

特化した高いレベルの指導を展開しています。

女子生徒は理科が苦手と言われますが、そんなことはありません。共学校の理科実験では、女子は見ているだけにな

りがちだったことが原因と思われます。その点、女子校である本学院では、実験・観察は少人数のグループで行い、一

人ひとりがレポートにまとめるやり方をとっているため、次第に自然科学に対する興味・関心が高まっていきます。身

のまわりで起こる自然現象に対しても目が向くように常に指導しております。学年が上がるにつれ理科への興味が増

しており、理科が得意な女子がいることは、理数系へ進む生徒が多いことに表れています。

中学１年

目標

□観察・実験や校外での体験学

習を通じて自然の現象を理解す

る

□調べ学習を通じて学習方法や

発表の仕方を学び、学習習慣形

成の一助とする

□実験に必要な器具の使い方を

身に付ける

生物

□植物の世界
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高校１年

目標

□自然科学の概念や原理原則に

基づき、基礎力を養う

□物理基礎では、数学と連携を

図りながら数理計算の力を養う

高校２年

目標

□志望分野に応じた文理選択に

基づき、必要な知識を習得する

□化学基礎と化学は、接続して

行い、高い知識を養う。

高校３年

目標

□志望学科に応じた科目の力を

養う

□演習により大学入試に対応で

きる実力を養成する

プログレッシブプログラム

東京書籍 新しい科学（１～３）

吉野教育図書 教科書の確認（１～３）

正進社 新理科表

数研出版 物理基礎

数研出版 リードLightノート

数研出版 生物基礎

数研出版 リードLightノート

第一学習社 化学基礎

第一学習社 化学

数研出版 リードα

数研出版 生物，数研出版 生物図録，数研出版 リードα

理科基礎演習では、共通テスト

に焦点を置いた教材を使用

化学

□身の回りの物質

物理

□身の回りの現象

地学

□大地の変化

生物
□動物の生活と生物の変遷

化学
□化学変化と原子・分子

物理

□電気の世界

地学

□天候とその変化

生物

□生命の連続性

化学

□化学変化とイオン

地学

□地球と宇宙

総合学習

物理基礎

□単位の変換

□運動

□波

化学基礎

□物質の構成
（原子・分子・周期表・化学結合）

□物質の変化

生物基礎
□生物の特徴

□遺伝

□生物の体内環境の維持

□多様性と生態系

化学(選択)

□物質の状態

□物質の変化と平衡

生物(選択)
□生命現象と物質□生殖と発生

□生物の環境応答□生態と環境

□生物の進化と系統

化学(選択)
□無機物質 □有機化合物 □

高分子化合物

物理(選択)
□様々な運動 □波

□電気と磁気 □原子

理科基礎演習(選択)
□大学入試問題を中心に演

数研出版 物理，数研出版 リードα

アチーブメントプログラム

目標

□身の回りの現象に興味を持ち、

科学的な視点を以って考える力

を養う

□実験機会を多くして、理解の

深さを導く

目標

□観察や実験を通して論理的に

思考し、表現する力を養う

□中学の総復習に重点を置き、

基礎力を総確認する
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アチーブメントプログラム

東京書籍 新しい科学（１～３）

理科の自主学習（１～３）

正進社 新理科表

物理

□運動とエネルギー

生物(選択)
□生命現象と物質□生殖と発生

□生物の環境応答□生態と環境

□生物の進化と系統

物理(選択)
□様々な運動 □波


